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要旨：1993,1994,1995年度入学の視覚障害学生と聴覚障害学生を視・聴覚障害学生群として一括してみ

ると,1993,1994年度はUPI得点が正常対照群よりも低く,1995年度は正常対照群との間に有意差は認めら

れなかった。しかし視覚障害学生群と聴覚障害学生群とを別々にみると,1993年度から1995年度までの３

年間のいずれの年度においても聴覚障害学生群のUPI得点は,視覚障害学生群や正常対照群に比べ低い傾

向が見られた。このことから,視覚障害学生群と聴覚障害学生群とを,視・聴覚障害学生群として一括し

て扱うのは,精神的健康度の検討の上からは不適当であり,視覚障害学生、聴覚障害学生を別々に検討し

ていくことが大切と思われた。調査年度による有意差は視覚障害学生群で－部認められたが,聴覚障害

学生は各年度ともきわめて値が似通っており,有意差は認められなかった。各群内での男女別,年齢別の

UPI得点の検討ではいずれの群においても有意差はなく,聴覚障害学生群のUPI得点が低いという傾向は

男女共に,また18才，１９才の群に共通してみられた。視覚障害学生群と正常対照群では,ﾁｪｯｸ率が50％以

上の設問項目の種類は3年間でともに11項目であり,内5つは同じ項目であった。視覚障害学生群につい

ては，「36．なんとなく不安である」という設問項目が3年間共通して見られた。
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今回、１９９３年度及び’９９４年度の入学生に加え、

１９９５年度の入学生も対象とした。これらの対象は、

ＵＰＩが施行できて、入学時の年齢が１８才と１９才の

視覚障害学生及び聴覚障害学生である。１９９５年度は、

対象となる視覚障害学生は２８人で、うち男は１９人、

女は９人であった。一方、聴覚障害学生は４６人で、う

ち男は３３人、女は１３人であった（表1-1)。

また、年齢別にみると、視覚障害学生群では１８才の

学生が２１人、１９才の学生が７人、聴覚障害学生群で

は１８才の学生が４３人、１９才の学生が３人であった。

これらの学生のＵＰＩ得点の比較・検討と各設問項目の

分析を試みた。正常対照群としては、筑波大学学生７４

人を、入学年度・年齢・性別について、対象となった本

学学生と同じ構成で無作為に選んだ（表1-2)。また、統

計学的処理にはt‐検定､CochraLCoxの検定,Welchの検定、

１．はじめに

筑波技術短期大学は、視覚障害者および聴覚障害者の

高等教育機関としてわが国で初めて設立された国立の３

年制大学である。われわれは、１９８９年度の全入学生

を皮切りに、毎年春、大学生健康調査（UNIVERSITY

PERSONALITYⅨVENTORY、通称ＵＰＩ'ユリを、各学

生の同意を得た上で実施し、その結果をもとにして視・

聴覚障害学生のメンタルヘルスの諸特徴を系統的に研究

している。今回は、1995年度入学生も加えて３年間の

UPI得点について視覚障害学生群と聴覚障害学生群の比

較を行うとともに,各学生群の経年変化の検討,男女別,年

齢別の比較を行ったので、それらの結果について考察を

加えてみたい。

２．対象と方法
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表1－１対象の男女別内訳

亘唾 橇…畳
1画園

視覚合計
一一

一一

聴覚合計
＝

３０

m■旧２２
m２８

３４１２４６

３３１３４６

３３１３４６

布一朋一刈而
J9d￣￣

J９￣￣

J9b￣￣

Ⅲｊｌ

表１－２対象の年齢別内訳
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表２視・聴覚障害学生群のＵＰＩ得点
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表３視覚障害学生群、聴覚障害学生群，正常対照群のＵＰＩ得点
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分散分析を用いた。 差が認められた。

３．２そこで、今度は視覚障害学生群、聴覚障害学生

群別々にＵＰＩ得点を出してみた（表3)。１９９５年度

については、視覚障害学生群のＵＰＩ得点は19.1,聴覚障

害学生群では12.1,正常対照群では179であった。表３に

示したように、過去３年間のいずれの年度においても視

覚障害学生群は正常対照群とは有意差がないが、聴覚障

害学生群はＵＰＩ得点が低い傾向にあり、正常対照群と

の間には統計学的有意差が認められた。

３．３次に、視覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常

対照群別に、各年度毎に男女別のＵＰＩ得点を比較した

(表4)。その結果、いずれの群においても男女間にはＵ

３．結果

３１表Ｚは，１９９３，１９９４，１９９５年度の

新入生の各年度毎のＵＰＩ得点と、同年度の正常対照群

ＵＰＩ得点である。視覚障害学生と聴覚障害学生とを合

わせた場合のＵＰＩ得点は、１９９３年度は、１２２，１

９９４年度は１３３，１９９５年度は147であり、各年度に

対する正常対照群のＵＰＩ得点は、それぞれ

153,18.5,17.9であった。このうち、１９９３年度と１９

９４年度については、視・聴覚障害学生群のＵＰＩ得点

は低い傾向にあり、正常対照群との間に統計学的な有意
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表４男女別ＵＰＩ得点
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表６５０％以上のチェック率を示した項目
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表７チェック率50％以上の設問項目内容 ３．５チェック率が５０％以上の設問項目を、視覚障害

学生群、聴覚障害学生群、正常対照群別に各年度につい

てあげてみた（表6)。聴覚障害学生群では，１９９３年

度及び１９９４年度には該当項目はなかった。

３．６視覚障害学生群と正常対照群では、チェック率が

５０％以上の設問項目の種類は３年間でともに１１項目

であり、うち５つは同じ項目だった。また、視覚障害学

生群については、「３６．なんとなく不安である」とい

う設問項目が３年間共通して見られた（表7)。

１２．やる気が出てこない

１５．気分に波がありすぎる

＊１８．頸すじや肩がこる

＊２２．気疲れする

２８．根気が続かない

＊２９．決断力がない

＊○３６．なんとなく不安である

３８．ものごとに自信がもてない

＊３９．何事もためらいがちである

５２．くり返したしかめないと苦しい

５３．汚れが気になって困る

５８．他人の視線が気になる

＊…年度は異なっても視覚障害学生群と正常対照群に共通してみられた項目

○…視覚障害学生群で３年間共通してみられた項目

４．考察

視覚障害学生群と聴覚障害学生群を視・聴覚障害学生

群として一括してみてみると、１９９３年度，１９９４

年度は、ＵＰＩ得点が正常対照群よりも低く、１９９５

年度は､正常対照群との間に有意差は認められなかった。

ところが、視覚障害学生群と聴覚障害学生群とを別々に

みると、１９９３年度から１９９５年度までの３年間の

いずれの年度においても、聴覚障害学生群のＵＰＩ得点

は、視覚障害学生群や正常対照群に比べ低い傾向が見ら

れた。このことから、視覚障害学生群と聴覚障害学生群

とを、視・聴覚障害学生群として一括して扱うのは、精

神的健康度の検討の上からは、不適当であり、視覚障害

ＰＩ得点に有意差は認められなかった。

３．４対象の年齢差が大きすぎないようにとの配慮か

ら、検討の対象を１８才と１９才に限定しているが、視

覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常対照群別に、各年

齢毎にＵＰＩ得点を比較した。その結果、ＵＰＩ得点は

１８才の群と１９才の群との間には、有意差を認めなか

った（表5)。
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的であった。これに対し、他の群では、３年間共通して

認められる項目はなかった。正常対照群では、設問項目

｢２８．根気が続かない」が、２年連続で認められてい

るが、視覚障害学生群及び聴覚障害学生群では、３年間

一度も認められていない。これらのことが、視・聴覚障

害学生群の特徴なのかどうかは、今後さらに検討を要す

るところであろう。

このように視覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常対

照群という集団としての３者の位置関係をみてみると、

３年間の検討を踏まえても、聴覚障害学生群のみはやや

異質で、視覚障害学生群は正常対照群に、より近い関係

にあるのではないかと思われた。

学生群、聴覚障害学生群を別々に検討していくことが大

切と思われた。

また、それぞれの障害学生群について、各年度毎に男

女別や、年齢別の違いがあるかどうか検討したが、男女

間、年齢の問に有意差はなく、聴覚障害学生群のＵＰＩ

得点が低いというのは、男女共に、また’８才，１９才

に共通してみられる傾向であることがわかった。

ＵＰＩ得点が低い、すなわち、「聴覚障害学生群の精

神的健康度が高いということをどのように捉えればよい

か」という点については、ポジティブおよびネガティブ

両面の評価が可能と思われるということを、これまでに

も報告してきた３．４．５１。すなわち、ポジティブには、文

字通りに自己について病的に悩むことが少ないことを意

味しており、このような評価からは、聴覚障害者の世界

が、ややもすれば明るさが前景に立つ「外向の世界」で

あるとみることもできる。しかしこの外向`性は、内面の

充実を欠いた見かけ上のものである場合が少なくない、

というネガティブな評価も決して忘れてはならない。つ

まり、聴覚障害による感覚遮断が何らかの機序で、自己

の心身の状態についての気づきを生理学的に障害してい

るために表面的な健康感が保たれ、それがＵＰＩの得点

上には見かけの精神的健康度の高さとして反映きれた可

能性もある。これは、感情や衝動を言語化して表現する

ことができない者に、その身体的表現として心身症の状

態が発生するという、失感情症ALEXITHYMIAのメカニ

ズムに類似している。

ざらに、コミュニケーションの障害のために獲得可能

な情報量が少なく、精神発達も健聴者に比べ緩徐である

ために、自己の心身の病的な状態や交友関係の不調を

｢悩み」として捉えるに至っていないと考えることもで

きる。また、言語の獲得が緩徐であるために、質問の意

味を十分に理解していない可能性も否定できず、今後、

質問の方法を改変する必要があるかもしれない⑤７１。い

ずれにしても、ＵＰＩ得点に男女差や年齢による差が認

められなかったことは､聴覚障害学生に共通する背景を、

精神的健康度が高くみえることの１つの要因として考慮

しても良いのではないかと思われた。

次に、チェック率が５０％以上の設問項目数の検討か

らは、視覚障害学生群と正常対照群は３年間でともに１

１項目あげられ、そのうち５項目は、年度は異なっても

両群に共通してみられた。また、両群であげられた１１

項目の多くは、抑うつ傾向や神経症的傾向と関係の深い

項目だった。このようなことから、視覚障害学生群と正

常対照群とは近い位置関係にあるのではないかと思われ

た。また、視覚障害学生群では、「なんとなく不安であ

る」という項目が、３年間共通して認められるのが特徴

５．まとめ

（１）１９９３年度から１９９５年度までの３年間の筑

波技術短期大学入学生のＵＰＩ得点を，正常対照群であ

る同年度筑波大学入学生と比較検討した。

（２）その結果，

①視覚障害学生群のＵＰＩ得点の平均値は，正常対照群

に比べて有意差はないが，聴覚障害学生群のそれは，正

常対照群に比べて有意に低かった。

②視覚障害学生群、聴覚障害学生群、正常対照群では、

ＵＰＩ得点の男女差、年齢差は認められなかった。

③チェック率が５０％以上の設問項目数の検討では、視覚

障害学生群は正常対照群により近いことがうかがわれた。
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